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第3回会議

一般会計補正予算（第1号）

一般会計補正予算（第2号）

105億5,570万7千円

第１回会議

第２回会議（6月定例日）

歳入歳出それぞれ3億3,845万2千円追加し

総
額

　第１回会議が4月24日に開会。財産の処分と平成30年度一般会計補正予算の２議案を原案ど

おり可決した。財産の処分は、産業の育成と振興を図るため、上西の雑種地計5,963㎡を㈱あさぎ

りフレッシュフーズ（岡原北）に1,730万円で売却するもの（売却益は公共施設整備基金積立金

へ）。主な歳出は、売却する町有地の砕石などの搬出に伴う造成工事費用588万3千円。歳入歳出そ

れぞれ2,318万3千円追加し総額102億1,725万5千円。なお、同日は任期満了（２年）に伴い、各

常任委員会や議会運営委員会の委員を選任した。（5ページ参照）

　第2回会議が6月12日に開会。会期は15日までの4日間。平成30年度一般会計補正予算や条例

の一部改正など8件と、任期満了に伴う教育長の選任同意を含む人事案件6件、報告4件。主な歳出

は、上総合運動公園の体育館と武道場の改修工事費1億4,934万円、免田東の中球磨幼稚園への保

育所等整備事業補助金5,639万7千円など。なお、一般質問には8議員が登壇し、町政全般にわた

り愛甲一典町長ら執行部の考えを質した。

審
議
内
容
の
抜
粋

　

（
第
２
回
会
議
よ
り
）

問
ク
ラ
フ
ト
館
が
解
体
さ
れ
陶
芸
部
門
は
、

旧
森
林
組
合
事
務
所
に
移
転
し
た
が
、
利

用
者
の
方
へ
の
使
用
料
等
の
設
定
に
つ
い
て
は
。

答
利
用
者
へ
の
対
応
は
、
生
活
福
祉
課
で
今

後
検
討
を
し
て
い
く
。

問
ヘ

ル

シ

ー

ラ

ン

ド

入

浴

定

期

券

が

１
６
、
８
０
０
円
に
な
っ
た
事
の
住
民
へ

の
説
明
は
。

答
今
後
、
料
金
の
改
定
を
利
用
者
の
方
へ
懇

切
丁
寧
に
説
明
を
し
、
受
付
職
員
等
に
周

知
を
行
い
、
職
員
も
情
報
の
共
有
を
し
て
説
明
を

し
た
い
。

問
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
の
拡
大

に
お
い
て
、
支
援
員
の
資
質
の
向
上
は
図

ら
れ
る
の
か
。

答
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
支
援
員
の

資
質
の
向
上
は
、
毎
年
一
定
以
上
の
講
習

を
受
講
し
、
１
ク
ラ
ブ
２
名
の
資
格
を
有
す
る
支

援
員
を
置
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

・町有地の売却　1,730万円
・造成工事　　　　 588万3千円

産業の育成と
　振興を図るため

上総合運動公園体育館・武道場改修工事請負契約
の締結について可決
　第３回会議が7月5日に開会。工事請負契約の締結については、予定価格5,000万円以上は議会

の議決が必要の為、議会を再会した。
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問
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
改
修
に
伴
う
追
加
工
事
の

床
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
劣
化
等
で
の
全
面
改
修

は
、
当
初
予
算
に
組
ん
で
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

答
極
力
最
小
限
の
予
算
で
改
修
の
基
本
設
計
を

行
っ
て
い
る
。
床
も
研
磨
塗
装
と
考
え
て
い

た
が
、
入
札
残
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
の
中
で
取
り
組
ま

せ
て
い
た
だ
く
事
と
し
た
。

問
農
業
振
興
費
の
予
算
計
上
の
あ
り
方
と
、
費

用
対
効
果
の
追
跡
、
検
証
は
さ
れ
る
の
か
。

答
多
く
の
農
業
者
の
方
々
か
ら
農
業
機
械
購
入

の
要
望
が
あ
り
、
３
年
間
は
申
請
を
受
け
付

け
る
。
（
本
年
２
年
目
）
今
後
は
各
戸
に
３
年
間
の
追

跡
調
査
を
行
い
、
農
地
を
守
る
意
味
で
も
期
待
し
、
不

公
平
が
な
い
よ
う
に
確
認
し
な
が
ら
行
う
。

問
中
球
磨
幼
稚
園
へ
の
保
育
所
等
整
備
事
業
補

助
金
は
２
年
間
交
付
さ
れ
る
の
か
。

答
２
年
間
に
わ
た
る
事
業
で
次
年
度
分
は
債※

務

負
担
行
為
を
行
い
次
年
度
事
業
を
約
す
る
。

※
債
務
負
担
行
為
と
は
…
予
算
は
単
一
年
度
で
完
結
す
る
の
が
原

則
だ
が
、
１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
せ
ず
に
後
の
年

度
に
お
い
て
も
「
負
担
＝
支
出
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

■第 2 回会議 表決一覧（抜粋）

議員名
議案名 市岡 難波 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 豊永 永井 皆越 小見田 奥田 久保田 溝口 徳永

あさぎり町ヘルシーランド条例の一部

を改正する条例の制定について
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町産業用地分譲条例の一部を

改正する条例の制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度あさぎり町一般会計補正

予算（第２号）について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヘルシーランド改修工事（建築工事・機械

設備工事）請負変更契約の締結について
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度繰越明許費繰越計算書（一

般会計）の報告について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域公共交通調査特別委員会設置に関

する決議について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

防災拠点整備調査特別委員会設置に関

する決議について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
後
の
年
度
の
債
務
を
約
束
す
る
こ
と
を
予
算

で
決
め
る
。
こ
れ
を
債
務
負
担
行
為
と
い
う
。

　

（
第
３
回
会
議
よ
り
）

問
上
総
合
運
動
公
園
体
育
館
改
修
工
事
に
お
い

て
の
工
期
（
７
カ
月
間
）
の
設
定
根
拠
は
。

答
事
業
内
容
と
金
額
で
設
定
し
て
い
る
。
夏
休

み
は
部
活
利
用
の
為
、
中
学
校
と
協
議
の
上
、

期
間
を
取
ら
せ
て
頂
い
た
。

問
上
総
合
運
動
公
園
体
育
館
は
換
気
が
悪
い
の

で
換
気
扇
の
設
置
は
出
来
な
い
か
。

答
今
回
の
改
修
工
事
の
中
で
対
応
出
来
る
部
分

に
つ
い
て
は
対
処
し
て
い
く
。

問
上
総
合
運
動
公
園
武
道
場
の
外
構
工
事
で
駐

輪
場
の
整
備
は
出
来
な
い
か
。

答
現
在
1

カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
今
回
の

計
画
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
今
後
必
要
で
あ

れ
ば
検
討
さ
せ
て
頂
く
。
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条例の制定 及び 改正 抜 粋

　議案第 3 号

あさぎり町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

学校教育法の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する為

　議案第 4 条

あさぎり町ヘルシーランド条例の一部を改正する条例の制定について

町民の健康と地域のニーズに応じた憩いと語らいの場としての温泉施設とするため、本

条例の一部を改正する為（11ページ参照）

　議案第 5 号

あさぎり町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準省令の改正に伴い、本条例の一部

を改正する為

　議案第 6 号

あさぎり町産業用地分譲条例の一部を改正する条例の制定について

産業用地を分譲したため、本条例の一部を改正する為

賛否討論
ちょっ
と

　　
待った

！★あさぎり町ヘルシーランド条例の一部を改正する

　条例の制定について

私は反対します！

　70才以上の方々の利用者も多くおられ、定期券の16,800円設定は負担が多すぎると考えま

す。利用者の負担軽減に反映していないと考えこの条例に反対します。

私は賛成します！

　他町村では3歳未満児無料ですが、あさぎり町は今回小学生未満無料化を打ち出しました。子

育てしやすい、若者にやさしいまちづくりで、子ども達を連れて利用していただく方が増える事

に期待します。又、サービスの充実も考えている事の報告を受け、この条例に賛成します。

（11ページ参照）
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あさぎり町教育長の任命同意あさぎり町固定資産評価

審査委員会選任同意

あさぎり町教育長

米
め ら

良隆
たか お

夫氏（63）

　　 （免田）

藤　川　友　行　氏（上）　

川　口　修　一　氏（免田）

冨　田　道　孝　氏（岡原）

佐　藤　祐　恵　氏（須恵）

白　柿　耕　一　氏（深田）

あさぎり町議会構成
各委員会の任期は 2年

（特別委員会を除く）

あさぎり町議会第２回会議で任命に同意した。あさぎり町議会第２回会議で選任に同意した。

【総務文教常任委員会】
委 員 長　　久保田　久　男

副委員長　　皆　越　てる子

委　　員　　小見田　和　行

　 〃 　　　森　岡　　　勉

　 〃 　　　久　保　尚　人

　 〃 　　　難　波　文　美

所　管

総務・企画財政・会計・税務・教育委員会

【建設経済常任委員会】
委 員 長　　小　出　高　明

副委員長　　豊　永　喜　一

委　　員　　永　井　英　治

　 〃 　　　橋　本　　　誠

　 〃 　　　市　岡　貴　純

所　管

建設・農林振興・商工観光・上下水道・

農業委員会

【議会運営委員会】
委 員 長　　豊　永　喜　一

副委員長　　皆　越　てる子

委　　員　　久保田　久　男

　 〃 　　　奥　田　公　人

　 〃 　　　小　出　高　明

　 〃 　　　加賀山　瑞津子

　 〃 　　　徳　永　正　道

議会の開催日程の調整、本会議の進行の

確認など、議会を円滑に運営するために

設置されている。

【厚生常任委員会】
委 員 長　　奥　田　公　人

副委員長　　加賀山　瑞津子

委　　員　　溝　口　峰　男

　 〃 　　　徳　永　正　道

　 〃 　　　山　口　和　幸

所　管

生活福祉・高齢福祉・健康推進・町民

【広報調査特別委員会】
委 員 長　　難　波　文　美

副委員長　　橋　本　　　誠

委　　員　　溝　口　峰　男

　 〃 　　　久保田　久　男

　 〃 　　　加賀山　瑞津子

　 〃 　　　市　岡　貴　純

議会活動を住民の皆様に伝えるため、年4回

『議会だより』の作成を行っている。
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一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

問    「健康と幸福の町づくり」の具体的な施策は

問   

百
太
郎
溝
及
び
沿
線
の
整
備
は

難
波　

各
行
政
区
に
は
様
々
な
『
健

康
と
幸
福
』
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
存
在

し
て
い
る
が
愛
甲
町
政
総
括
の
今

年
、
関
係
各
課
で
の
具
体
的
な
展
開

と
町
長
の
幸
福
イ
メ
ー
ジ
と
は
。

町
長　

基
本
的
に
は
、
落
ち
着
い
て

生
活
で
き
る
環
境
・
人
と
人
と
の
豊

か
な
心
の
交
流
だ
と
思
う
。

難
波　

国
連
に
よ
る
幸
福
度
指
数
で

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
高
い
国
よ
り
も
北
欧
の

小
さ
な
国
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

あ
さ
ぎ
り
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

提
案
に
よ
る
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
進
行
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長　

お
か
ど
め
幸
福
駅

や
流
金

金
獣
帯
鏡
、
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、

谷
水
薬
師
堂
等
の
ア
イ
テ
ム
を
活
か

し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
が
ま

だ
表
に
出
て
こ
な
い
部
分
が
あ
る
。

難
波　

幸
福
駅
の
知
名
度
を
上
げ
る

働
き
か
け
は
。

商
工
観
光
課
長　

指
定
管
理
者
が
独

自
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
地
域
お
こ
し

協
力
隊
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
る
。

難
波　

地
元
生
産
者
に
少
し
で
も
お

金
が
落
ち
る
仕
組
み
作
り
を
す
る
べ

き
。
イ
ベ
ン
ト
で
周
辺
農
家
に
よ
る

農
産
物
の
販
売
な
ど
は
。

農
林
振
興
課
長　

各
部
会
の
代
表
者

と
協
議
し
て
い
く
。

難
波　

熊
大
薬
学
部
と
の
連
携
は
。

健
康
推
進
課
長　

谷
水
薬
師
周
辺
の

散
策
、
講
習
な
ど
の
他
に
も
食
生
活

改
善
推
進
員
の
協
力
も
得
て
地
元
の

植
物
や
薬
草
を
使
っ
た
試
食
会
を

行
っ
た
。

難
波　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
施
策

を
進
め
る
に
は
町
民
の
生
の
声
を
捉

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

町
長　

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
る
な
ど
考
え
た
い
。

難波　文美 議員

豊
永　

百
太
郎
溝
は
多
良
木
町
百
太
郎
で

球
磨
川
か
ら
取
水
し
て
、
全
長
18
㎞
に
及

ぶ
灌か

ん
が
い漑

用
用
水
路
で
、
百
太
郎
溝
の
工
事

は
１
７
１
０
年
に
完
成
し
て
い
る
。
平
成

28
年
度
に
幸
野
溝
と
と
も
に
世
界
灌
漑
施

設
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
百
太
郎
溝

に
よ
る
あ
さ
ぎ
り
町
の
受
益
面
積
は
約

１
、
０
５
０
ha
で
あ
り
、
農
業
生
産
面
に

お
い
て
も
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
す
等
、

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
沿
線
に
お

い
て
は
、
通
学
路
に
も
な
っ
て
お
り
地
域

で
も
生
活
・
交
通
等
の
要

よ
う
し
ょ
う

衝
と
な
っ
て
お

り
、
地
元
の
貴
重
な
地

域
資
源
の
一
つ
と
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
か

し
て
い
く
の
か
現
状
と

課
題
を
問
う
。

建
設
課
長　

百
太
郎
溝

沿
い
の
町
道
の
延
長
は

約
８
・
１
㎞
、
橋
梁
が
39

橋
、
平
成
23
年
度
か
ら

免
田
百
太
郎
線
を
、
平
成
27
年
度
か
ら
上

西
中
線
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
拡
幅
、

防
護
柵
設
置
、
舗
装
補
修
工
事
と
併
せ
て

防※

草
工
を
行
っ
て
い
る
。
沿
線
の
整
備
状

況
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
済
約
６
・
３

㎞
、
未
設
置
が
約
１
・
８
㎞
、
防
草
工
は

施
工
済
が
約
４
・
９
㎞
、
今
後
必
要
な
延

長
約
３
・
２
㎞
で
あ
る
。

豊
永　

完
全
に
防
草
工
を
実
施
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
か
。

町
長　

町
道
に
つ
い
て
は
、
法の

り
め
ん面

の
所
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
変
え
て
い
る
。
今
後
、

予
算
面
含
め
て
検
討
課
題
に
し
た
い
。

※
防
草
工
…
防
草
シ
ー
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
で
雑
草
の
発
生
を
防
ぐ
工
事
。

豊永　喜一 議員

農民の手によって完成した
灌漑用水路「百太郎溝」

町花リュウキンカの花言葉は『必ず来る幸福』
健康に御利益のある谷水薬師堂
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小
見
田　

農
業
機
械
等
へ
の

国
、
県
の
補
助
事
業
が
ポ
イ

ン
ト
制
で
採
択
が
難
し
い
事

か
ら
、
昨
年
か
ら
３
ヵ
年
の

計
画
で
町
独
自
の
補
助
事

業
に
取
り
組
ま
れ
、
今
年

も
当
初
予
算
２
、
０
０
０
万

円
の
と
こ
ろ
要
望
額
が
７
、

４
６
２
万
９
、
０
０
０
円
で

補
正
額
が
５
、
４
６
２
万
円

と
な
り
基
金
と
一
般
財
源
で

補
正
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
限
ら
れ
た
財
源
、
血
税

が
原
資
で
あ
る
の
で
、
補
助

要
綱
、
要
領
の
見
直
し
を
含

め
、
効
率
的
支
援
策
の
再
考

が
必
要
と
思
う
。
ま
た
町
に

財
政
負
担
を
か
け
な
い
た
め
に
も

国
・
県
の
補
助
事
業
の
採
択
率
を
上

げ
る
方
策
も
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　

町
独
自
の
農
業
振
興
補
助
金

を
昨
年
、
今
年
と
増
額
補
正
で
対
応

し
て
い
る
。
本
来
補
助
金
は
、
そ
れ

を
ど
う
「
活
か
す
」
か
に
も
っ
と
力

点
を
置
く
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
て

い
る
。
ま
ず
は
、
国
の
補
助
事
業
の

活
用
に
立
ち
返
る
部
分
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
今
回
相
当
の
補
助
金

を
出
し
た
が
、
農
家
が
そ
れ
で
所
得

を
上
げ
税
金
と
し
て
返
し
て
も
ら
え

る
と
思
い
、
そ
う
願
っ
て
い
る
。

小
見
田　

担
い
手
人
材
育
成
に
支
援

の
主
眼
を
置
く
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

町
長　

担
い
手
リ
ー
ダ
ー
を
目
標
に

頑
張
っ
て
い
る
人
達
を
支
援
を
し
て

い
く
こ
と
が
理
想
的
と
思
っ
て
い

る
。

一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

問    農業支援における補助事業のあり方は

小見田　和行 議員

皆
越　

公
民
分
館
は
地
域
の
居
場
所
と
し

て
、
又
、
防
災
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
す
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
活
性
化

交
付
金
が
本
年
度
よ
り
交
付
さ
れ
、
職
員
も

地
区
へ
支
援
委
員
と
し
て
配
置
さ
れ
、
区
民

と
共
に
地
区
の
現
状
課
題
等
も
把
握
で
き
、

地
域
づ
く
り
か
ら
町
づ
く
り
と
し
て
、
貴
重

な
過
程
を
学
ぶ
場
と
し
て
大
変
意
義
あ
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
地
区
の
公
民
分
館
の
果

た
す
役
割
は
。

町
長　

空
き
家
、
一
人
暮
ら
し
は
増
え
て
き

て
、
子
ど
も
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
町
の
財
政
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
な
か
、

地
域
ご
と
の
活
性
化
を
維
持
す
る
か
と
い
う

時
に
、
地
域
の
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
、
顔
が

見
え
る
繋
が
り
が
強
く
な
る
拠
点
が
公
民
館

で
あ
る
。

皆
越　

公
民
館
の
耐
震
に
つ
い
て
は
。

教
育
課
長　

昭
和
56
年
に
改
正
さ
れ
た
以
降

に
建
て
ら
れ
た
分
館
が
34
分
館
あ
る
。

建
設
課
長　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
県
費
補

助
は
町
所
有
の
公
民
館
で
あ
れ
ば
補
助
対
象

で
あ
る
が
、
区
所
有
は
補
助
対
象
外
で
あ
る
。

皆
越　

公
民
館
は
各
地
域
の
資
産
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
る
の
で
、
補
助
率
3
分
の
1
の

負
担
で
整
備
し
て
欲
し
い
と
い
う
事
だ
が
、

今
の
思
い
を
聴
き
た
い
。

町
長　

公
民
館
の
役
割
、
価
値
等
を
思
っ
た

時
に
、
内
部
的
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
し
て

み
た
い
と
言
う
事
で
現
在
進
ん
で
い
る
の

で
、
案
を
出
来
る
だ
け
速
や
か
に
、
ま
ず
は

総
務
文
教
委
員
会
の
方
に
提
示
さ
せ
て
頂
き

た
い
。

皆越  てる子 議員

問   

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
施
設
で

あ
る
公
民
分
館
の
整
備
方
針
は

経営体育成支援事業（国）により導入

築 48 年の石坂区公民分館（上地区）
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一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

問    合併15年を経過して検証は
橋
本　

平
成
12
年
9
月
に
中
球
磨

5
ヵ
町
村
合
併
協
議
会
に
て
作
成
さ

れ
た
新
町
建
設
計
画
基
本
構
想
で
合

併
効
果
が
う
た
わ
れ
合
併
が
な
さ
れ

15
年
を
経
過
し
た
。
町
長
と
し
て
所

感
を
問
う
。

町
長　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
総

合
窓
口
を
開
設
す
る
等
し
て
業
務
の

効
率
化
や
中
学
校
3
年
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
や
中
学

校
の
統
合
そ
し
て
合
併
特
例

債
を
利
用
し
て
の
基
金
の
積

立
が
出
来
、
将
来
に
向
か
っ

て
の
財
政
運
営
の
基
礎
固
め

が
で
き
た
。

総
務
課
長　

行
政
力
の
強
化

に
つ
い
て
は
、
他
の
類
似
団

体
に
対
し
て
職
員
数
が
多
く

思
い
切
っ
た
組
織
づ
く
り
が

で
き
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
は
ス
タ
ー
ト
時
を
維
持

し
て
い
る
。
二
つ
の
行
政
区

の
統
合
が
完
了
し
て
い
る
。

上
下
水
道
課
長　

水
道
料
金

に
つ
い
て
は
、
統
一
料
金
と

し
て
い
た
が
、
総
合
計
画
を
見
直
す

上
で
15
円
／
㎥
値
上
げ
し
た
。

橋
本　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
担
い

手
不
足
等
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
る

が
、
地
域
住
民
の
皆
様
、
執
行
部
、

議
会
と
も
ど
も
力
を
合
わ
せ
て
、
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
る
が
。

町
長　

町
の
活
性
化
の
た
め
に
本
当

に
必
要
な
も
の
を
、
し
っ
か
り
と
議

会
に
提
案
し
、
方
向
性
を
見
出
し
て

い
き
た
い
。

橋本　誠 議員

問    

住
民
主
体
で
の
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
活

用
促
進
へ
の
取
り
組
み
の
支
援
は

加
賀
山　

以
前
須
恵
村
時
代
に
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
「
球
磨
ゆ
め
さ
き
大
学
」
が
運
営
、

開
催
さ
れ
て
い
た
。
国
内
の
著
名
人
を
招

し
ょ
う
へ
い聘

し
須
恵
の
み
な
ら
ず
球
磨
人
吉
の
文
化
教
養

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
。
住
民
が
自
ら
学

ぶ
事
業
に
対
し
て
の
町
と
し
て
の
支
援
は
。

町
長　

今
後
、
町
が
掲
げ
て
い
る
「
健
康
と

幸
福
」
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
自
主
文
化
事
業

を
や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
も
思
っ
て
い

る
。

教
育
課
長　

自
主
文
化
事
業
の
こ
れ
ま
で

の
経
過
と
し
て
平
成
15
年
4
本
の
事
業

（
６
５
０
万
円
の
予
算
）
一
番
低
い
時
に

80
万
円
を
切
っ
て
い
た
。
平
成
22
年
見
直
し

が
あ
り
２
０
０
万
円
程
の
予
算
で
行
っ
て
い

る
。

加
賀
山　

著
名
な
方
々
を
呼
ん
で
の
事
業
で

は
、
あ
る
程
度
の
予
算
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

教
育
課
長　

自
主
文
化
事
業
で
は
集
客
の
部

分
が
非
常
に
課
題
と
な
る
。

加
賀
山　

決
ま
っ
た
予
算
額
の
中
で
町
は
何

を
ど
う
支
援
出
来
る
か
。

教
育
課
長　

住
民
自
ら
学
ば
れ
る
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
団
体
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た

時
に
、
内
容
等
を
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

支
援
で
き
る
か
考
え
て
い
く
。

町
長　

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
の
活
用
に
喝
を
入

れ
て
も
ら
っ
た
。
町
の
元
気
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

加賀山　瑞津子 議員

球
磨
ゆ
め
さ
き
大
学
と
は

　

平
成
８
年
須
恵
村
（
現
あ
さ
ぎ
り
町

須
恵
）
に
開
講
し
た
市
民
大
学
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
運
営
さ
れ
て
い

た
。
開
講
の
前
年
に
落
成
し
た
須
恵
文

化
ホ
ー
ル
の
有
効
活
用
に
と
組
織
を
立

ち
上
げ
、
先
進
地
研
修
を
行
い
な
が
ら
、

小
さ
な
村
か
ら
の
文
化
の
発
信
を
目
指

し
て
設
立
さ
れ
た
。

　

年
４
〜
５
回
の
講
座
が
開
催
さ
れ
10

年
間
の
中
で
は
、
永
六
輔
氏
、
美
輪
明

宏
氏
、
有
森
裕
子
氏
な
ど
毎
回
著
名
人

を
招
か
れ
、
平
成
17
年
に
惜
し
ま
れ
つ

つ
閉
講
し
た
。

設置された総合窓口
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一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

溝
口　

建
築
45
年
以
上
の
分
館
は
12
行
政

区
あ
る
。
今
後
の
公
民
分
館
は
災
害
時
の

区
民
の
避
難
場
所
や
自
主
防
災
組
織
の
活

動
拠
点
に
な
る
よ
う
に
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
長
は
、「
合
併
後
初
め
て
建

設
さ
れ
た
須
恵
地
区
の
阿
蘇
分
館
の
15
％

が
前
例
と
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
負
担
率
を

下
げ
れ
ば
公
平
性
が
損
な
わ
れ
る
」
と
説

明
し
て
き
た
が
、
余
り
に
も
負
担
率
が
高

い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

町
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
建
設
し

事
業
費
の
15
％
の
地
元
負
担
を
お
願
い

し
、
負
担
金
の
分
割
払
い
を
検
討
し
て
い

る
。

溝
口　

こ
こ
に
阿
蘇
公
民
分
館
建
設
の
資

料
が
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
阿
蘇
公
民
分

館
の
地
元
負
担
は
、
特
例
措
置
が
取
ら
れ

実
質
の
負
担
金
は
事
業
費
の
６
・
２
％
で

あ
る
。
そ
し
て
、
負
担
金
は
３
年
払
い
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
６
・
２
％
を
上
限
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
敷
地
の
所

有
権
も
公
民
分
館
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、

不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
に
整
理
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

副
町
長　

提
出
さ
れ
た
資
料
の
具
体
的
数

字
を
参
考
に
検
討
す
る
。
今
後
改
め
て
執

行
部
内
で
検
討
し
、
時
間
を
か
け
ず
に
地

元
の
要
望
に
対
し
て
答
え
て
い
く
。

町
長　

活
性
化
交
付
金
も
あ
る
の
で
、
早

い
段
階
で
、
公
平
性
の
保
て
る
案
を
提
示

し
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

・ 

議
員
定
数
２
名
削
減
に
よ
る
費
用
を
子

育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
に
充
当
を

・ 

合
併
特
例
債
延
長
に
伴
い
事
業
の
見
直

し
に
つ
い
て

溝口　峰男  議員

問   

公
民
分
館
建
設
の
地
元
負
担
を
事
業

費
の
６
・
２
％
を
上
限
に
す
べ
き
で
は

問    「町の収入の減少」と「福祉関係費用の増加」を
　　前提とした町づくりが必要では

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
と
は
？

　

通
常
は
企
業
の
財
務
内
容
を
把

握
す
る
た
め
に
使
い
ま
す
が
、
家

庭
や
自
治
体
で
も
作
る
こ
と
は
可

能
で
す
。

　

本
来
は
会
社
の
会
計
期
間
中
の

現
金
の
流
れ
を
数
値
で
示
し
た
書

類
で
、
簡
単
に
い
う
と
「
会
社
に

ど
の
く
ら
い
の
現
金
が
あ
る
か
」

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
書
類
で
、

日
常
生
活
に
置
き
換
え
る
と
、
「
家

計
簿
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

今
回
は
町
の
経
営
状
態
の
健
全

性
を
判
断
す
る
た
め
に
も
、
将
来

の
「
資
金
繰
り
表
」
も
含
め
た
長

期
的
な
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
」

を
作
る
よ
う
に
町
長
に
提
言
し
て

い
ま
す
。

久保　尚人  議員

久
保　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
町
の
収
入

減
少
と
福
祉
費
用
の
増
加
を
誘
発
す

る
。
必
要
な
施
設
は
新
設
で
あ
ろ
う

と
建
設
を
進
め
る
公
共
施
設
の
あ
り

方
に
は
、
前
提
条
件
と
し
て
の
今
後

続
い
て
い
く
収
入
減
少
と
い
う
悪
夢

を
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

町
長　

球
磨
郡
の
中
心
部
に
あ
る
あ

さ
ぎ
り
町
は
球
磨
郡
全
体
の
元
気
に

少
し
で
も
寄
与
す
る
よ
う
な
役
割
を

持
た
せ
ら
れ
て
い
る
。
町
の
元
気
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
投
資
は
、

建
屋
も
含
め
て
贅
沢
す
る
こ
と
な
く

手
を
打
っ
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
。

久
保　

将
来
の
収
入
の
予
測
を
示
し

今
後
の
公
共
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
長

期
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
を
作
る

こ
と
で
町
の
展
望
を
示
し
て
町
民
の

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
は
。

町
長　

客
観
的
に
町
の
収
支
を
見
る

と
い
う
の
は
大
事
な
こ
と
だ
。
あ
る

程
度
の
（
ざ
っ
く
り
し
た
）
大
方
の

（
長
期
計
画
の
作
成
）
な
ら
職
員
の

勉
強
と
し
て
検
討
で
き
る
と
思
う
。

久
保　

お
お
よ
そ
こ
ん
な
ふ
う
に
町

は
進
ん
で
い
き
ま
す
と
（
長
期
財
政

計
画
を
）
示
し
て
も
ら
う
だ
け
で
安

心
感
が
随
分
あ
る
も
の
だ
。
ま
ず
こ

の
財
政
状
況
を
素
直
に
受
け
入
れ
て

新
た
な
町
づ
く
り
を
始
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

町
長　

三
役
の
み
な
ら
ず
、
職
員
も

し
っ
か
り
聞
い
て
参
考
に
な
っ
た
。

気
を
引
き
締
め
て
財
政
を
守
り
な
が

ら
や
っ
て
い
く
。

町内最古（築70年）今井公民分館
（上地区）
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議 会 報 告 会
（質疑内容）抜粋

議会活性化特別委員会委員長　小見田　和行

① あさぎり町小規模工事契約希望者登録制度における工事内容の

説明は親切丁寧に

問　 この制度は、あさぎり町内で建設業などを営む人で入札資格審査は受けてい

なくても小額（30 万円以下）で内容が軽易な工事などの受注、施工を希望

する人を登録し、町が発注する小規模な工事、修繕の見積入札以前の説明不

足により、業者が価格設定に苦慮する工事もある。行政の今後の対応はどう

考えるか。

答　 各発注課長が見積入札前に設計書及び現場の説明を詳細に行う。

② 新しい基準点は必要だったのか

問　 座談会の時に、自宅近くの基準点が無くなっていると役場に伝えると、多額

の費用をかけ町全域を測量して廻り、新たな基準点を設置した。これは無駄

な事業ではなかったのか。

答　 執行部の見解

　　① 地籍調査が完了し年数が経過し、多くの

基準点が亡失しており測量等に支障が

あった。

　　② 国土調査では測量方法が変更され、現基

準点との誤差が生じており、平成 15 年

以後は、日本測地系から世界測地系に移

行したため、以前の基準点は国土地理院

の認証が切れている。以上のことから今

回、基準点の新設となった。（27 年基準

点亡失調査）100 ヶ所中、亡失及び使用

不能 74 ヶ所、正常 26 ヶ所であった。

1 月 25 日に行われた議会報告会において、町民のみなさまより受けた質問

を、２回に分けて報告致します。
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人と環境にやさしい
無添加の『シャボン玉せっけん』を常備

安くて美味しいヘルシーメニュー

六　

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　

７
月
22
日
㈰　

午
前
10
時

七　

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

９
月
23
日
㈰　

午
前
10
時

平
成
30
年
度

　

第
11
回
（
４
月
３
日
）

　

第
12
回
（
５
月
30
日
）

　

第
13
回
（
６
月
14
日
）
会
議
開
催
。

一　

 

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
改
修
工
事
の
状
況

に
つ
い
て

二　

 

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
入
浴
料
金
等
に
つ

い
て

四　

 

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
収
支
計
画
に
つ
い

て

五　

 

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
物
産
販
売
及
び
食

堂
経
営
に
つ
い
て

　
　

 

・ 

食
堂
・
温
泉
部
分
は
社
会
福
祉
協

議
会
、
物
産
販
売
は
（
有
）
ふ
る

さ
と
振
興
社
が
運
営

三　

 

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
の
対
応
に
つ
い
て

　
　

・
ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入

　
　

・ 

環
境
に
や
さ
し
い
健
康
商
品（
シ
ャ

ン
プ
ー
等
）
の
提
供

　
　

・ 

定
期
券
購
入
者
へ
の
商
品
券
の
導

入
（
70
歳
以
上
と
障
が
い
者
の
方

へ
、
３
千
円
の
商
品
券
を
提
供
）

あさぎり町ヘルシーランド利用料金

区　　　　分 利　用　料

入館料

大人 400 円

70 歳以上 300 円

障がい者 300 円

小人（中学生以下） 250 円

小学生未満 無　料

定期券（3か月間有効） 16,800 円

回数券（12枚） 4,000 円

大広間
1時間当たり（半分未満） 2,100 円

1 時間当たり（半分以上） 4,200 円

※定休日が、第 2・4水曜日になります。

温泉熱を利用した床暖房の洗い場

新鮮で豊富な特産品が並ぶ売店

　
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
及
び
ふ
る
さ
と
振
興
社

　
調
査
特
別
委
員
会
報
告

委 員 長

溝口　峰男

副委員長

橋本　　誠
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新特別委員会発足　（議長を除く15議員で構成）

地域公共交通調査特別委員会

防災拠点整備調査特別委員会

地域公共交通調査特別委員会設置の目的

　高齢者の運転免許証返納などを考慮し、町では現在乗合タクシーの運行を行って

いる。今後は更に、町民全体の利便性まで配慮した“デマンド交通システム構築”

に早急に取り組むため執行部案の調査・検証をしていく。

　　　 【あさぎり町が目指すデマンド交通】

　　①高齢者だけでなく一般の方も利用できる

　　②サービスの空白地帯をなくす

　　③予約制で自宅から約 30 カ所の目的地ま

　　　で低料金で乗車できる

　　委 員 長　皆越てる子

　　副委員長　奥田　公人

防災拠点整備調査特別委員会設置の目的

　東日本大震災、熊本大地震、そして 7 月、西日本の広範囲に未曾有の大災害をも

たらした豪雨等、いつどこでどんな災害が起こるかわからない今日、本町の現在の

防災行政機能の現状と課題を含め、災害から住民を守る拠点を整備する事の必要性

等を調査・検証をする事で、災

害に強い、安心・安全のまちづ

くりにつながるように努めてい

く。

　

　　委 員 長　永井　英治

　　副委員長　市岡　貴純
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幸福駅売店オープニング当日のカフェ

須恵地区和綿種まき
ツクシイバラ除草作業

南稜高校ビーチボール大会

研
修
地
・
内
容

○
佐
賀
県
鹿
島
市
「
新
世
紀
セ
ン
タ
ー
」

　

災
害
・
防
災
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
集
約
の
整
備
に
つ
い
て

「
町
民
を
守
る
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
防
災
拠
点
の
整
備
に
む
け
て
」

　
　
　
　
　
　

６
月
28

日
〜
29

日
全
議
員
で
行
政
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

○
長
崎
大
学
中
部
講
堂
「
演
劇
ホ
ー
ル
」

　

耐
震
改
修
・
耐
震
天
井
の
改
修
整
備
に

つ
い
て

○
長
崎
県
大
村
市
役
所

　

一
斉
伝
達
シ
ス
テ
ム
「
個
別
受
信
機
（
防

災
ラ
ジ
オ
）
」
の
整
備
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
を
経
験
し
、
又
最

近
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
を

受
け
、
本
町
に
お
い
て
も
、
住

民
の
防
災
に
む
け
て
の
意
識
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

防
災
へ
の
危
機
管
理
と
し
て

の
拠
点
整
備
は
必
要
で
あ
り
、

住
民
へ
の
機
能
サ
ー
ビ
ス
を
兼

ね
備
え
た
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
、
現
状
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

防
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

肝
要
で
す
。

　

町
の
財
政
面
等
へ
も
考
慮
し

な
が
ら
、
今
後
特
別
委
員
会
で

も
更
に
議
論
・
検
討
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

鹿島市「新世紀センター」（防災対策の拠点）

議会活動（ボランティア・地域交流）
（4月〜7月）

13

平成 30 年 8 月発行

あさぎり町　議会だより  № 57



一
部
事
務
組
合
及
び
常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
4

月
13

日
（
金
）

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
特
定
天
井
の
状
況
に
つ

い
て

　

総
務
課
か
ら
の
点
検
し
た
特
定
天
井
、

構
造
部
材
内
容
を
受
け
、
教
育
課
と
し
て

検
討
事
項
を
説
明
、
今
後
の
改
修
計
画
の

検
討
に
入
る
。

公
民
分
館
に
係
る
用
地
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て

　

公
民
分
館
の
施
設
利
用
の
た
め
地
区
民

か
ら
の
寄
付
の
申
し
出
に
つ
い
て
の
経
過

説
明
が
あ
り
、
町
の
方
針
と
し
て
は
新
た

な
財
産
は
取
得
し
な
い
方
向
で
あ
り
、
特

例
と
し
て
寄
付
を
取
得
す
る
場
合
の
取
り

扱
い
は
、
今
後
委
員
会
と
協
議
し
た
い
と

説
明
。

○
5

月
23

日
（
水
）

個
別
受
信
機
設
置
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
主
要
事
業
と
し
て

町
内
全
戸
を
対
象
に
、
個
別
受
信
機
（
防

災
ラ
ジ
オ
）
を
配
布
す
る
こ
と
で
、
災
害

建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
4

月
19

日
（
木
）

財
産
処
分
・
産
業
用
造
成
工
事
費
に
つ

い
て　

　

産
業
用
地
分
譲
条
例
に
基
づ
き
、
告
示
、

申
請
、
利
活
用
審
議
会
に
諮
問
。
売
払
い

価
格
は
、
更
地
状
態
で
不
動
産
鑑
定
に
よ

る
も
の
。

農
業
振
興
補
助
金
に
つ
い
て　

　

昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
農
業
機
械
施

設
整
備
事
業
の
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
加
入

者
が
対
象
の
現
状
説
明
を
受
け
質
疑
応

答
。

○
5

月
16

日
（
水
）

農
業
振
興
補
助
金
に
つ
い
て　

　

今
回
１
０
７
件
の
要
望
件
数
。
要
望
に

対
す
る
補
助
金
額
の
説
明
、
審
議
。　

企
業
立
地
促
進
補
助
事
業
実
施
要
綱
（
案
）

概
要
に
つ
い
て　

　

分
譲
条
例
に
載
せ
た
産
業
用
地
を
取
得

さ
れ
た
企
業
だ
け
を
対
象
に
す
る
。　

町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て　

　

町
道
並
木
吉
井
線
延
長
１
８
０
ｍ
の
認

定
。

　

に
強
い
町
づ
く
り
と
難
聴
地
域
の
解
消
も

合
わ
せ
て
行
う
。

公
民
分
館
等
施
設
整
備
補
助
に
つ
い
て

　

現
在
2
地
区
の
新
築
に
つ
い
て
検
討
課

題
が
上
が
っ
て
お
り
、
現
行
の
補
助
率
で

は
、
地
区
へ
の
負
担
が
大
き
く
、
軽
減
で

き
な
い
か
と
の
相
談
要
望
が
あ
り
、
見
直

し
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
再
々

の
検
討
案
に
対
し
委
員
会
か
ら
再
度
、
地

区
負
担
軽
減
を
再
検
討
す
る
よ
う
申
し
入

れ
、
継
続
し
て
委
員
会
で
図
っ
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

　

そ
の
他
4
件
。

須
恵
地
区
水
道
の
状
況
に
つ
い
て　

　

3
月
に
井
戸
に
埋
没
し
た
土
砂
の
撤
去

と
破
損
部
の
補
修
。

　
下
水
道
使
用
料
賦
課
漏
れ
に
つ
い
て　

○
5

月
28

日
（
月
）

委
員
会
付
託
案
件
審
査　

　

町
道
宮
床
線
吉
井
亀
の
甲
線
交
差
点
改

良
要
望
書
現
地
調
査
。

　

百
太
郎
溝
沿
線
通
学
路
の
拡
幅
改
善
要

望
書
現
地
調
査
。

　

そ
の
後
所
管
本
年
度
実
施
事
業
の
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

危険個所の現地調査（吉井区通学路）

個別受信機（防災ラジオ）
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厚
生
常
任
委
員
会

○
5

月
17

日
（
木
）

温
泉
入
浴
施
設
の
再
編
事
業
に
つ
い
て

①
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
改
修
工
事
関
係

　

6
月
末
ま
で
に
竣
工
し
、
7
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定
で
検
討
中
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
7
月
22
日
㈰

午
前
10
時
予
定
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
9
月
23
日
㈰

午
前
10
時
予
定

②
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
関
係

　

岡
原
校
区
内
の
各
種
団
体
等
代
表
者
に

よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
そ
の
結
果
を
反
映
し
た
リ

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

○
4

月
23

日
（
月
）

　

第
一
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
小
野
議

長
よ
り
議
長
の
「
辞
職
願
」
が
提
出
さ
れ

た
事
で
、
こ
れ
を
議
題
と
し
、
議
会
が
許

可
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
議
長
の
選
挙
が
追

ニ
ュ
ー
ア
ル
企
画
の
業
務
を
委
託
。
今
後

は
町
議
会
に
報
告
後
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
説
明
会
を
予
定
。

中
球
磨
幼
稚
園
改
築
事
業
に
つ
い
て

　

園
舎
を
園
庭
に
建
設
し
、
古
い
園
舎
を

解
体
後
園
庭
と
し
て
利
用
す
る
。

　

総
事
業
費
1
億
５
、
４
４
４
万
円

あ
さ
ぎ
り
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
と
し

て
高
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
者
も
放
課
後

児
童
支
援
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、

教
員
免
許
を
取
得
し
た
者
で
あ
れ
ば
、
更

新
講
習
を
受
講
し
な
く
て
も
支
援
員
の
資

格
を
満
た
す
。

ご
み
及
び
資
源
有
価
物
の
収
集
状
況
に
つ

い
て

ふれあい福祉センターでの意見交換会
（岡原校区）

加
日
程
と
な
り
、
指
名
推
薦
に
よ
り
、
議

長
に
本
町
選
出
の
永
井
英
治
議
員
が
、
副

議
長
に
多
良
木
町
選
出
の
宇
佐
信
行
議
員

が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
専
決
処
分
の

承
認
（
29
年
度
の
職
員
の
防
火
装
備
購
入

事
業
２
４
３
万
円
）
、
繰
越
明
許
費
計
算

書
の
報
告
（
専
決
処
分
し
た
防
火
装
備
購

入
費
を
30
年
度
へ
繰
り
越
し
）
を
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
し
た
。

○
5

月
1

日
（
火
）

　

消
防
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
進
捗
状
況
の
報
告
、
確
認
等
検
討
し

た
結
果
、
組
合
長
へ
「
意
見
書
」
の
提
出

を
決
め
た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
公
平
・
公
正
な
入
札
。
２
、
経
費
の

削
減
に
つ
な
が
る
発
注
。
3
、
可
能
な
範

囲
で
の
地
元
企
業
の
育
成
。
（
5
月
1
日

提
出
）

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

○
3

月
28

日
（
水
）

　

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会

○
5

月
25

日
（
金
）

　

臨
時
議
会

　

30
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予

算
・
負
担
金
の
総
額
等
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。
主
な
も
の

　

「
30
年
度
一
般
会
計
予
算
」

　

１

市

９

カ

町

村

負

担

金

総

額

14
億
５
、
９
１
３
万
円
。
内
あ
さ
ぎ
り
町

負
担
分
１
億
８
、
２
５
０
万
円
（
12
・
５
％
）

　

「
人
吉
球
磨
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
特
別

会
計
」

・ 

日
本
遺
産
人
吉
球
磨
観
光
づ
く
り
協
議

会
補
助
金
１
、９
３
５
万
円

・

球

磨

畜

協

施

設

整

備

補

助

金

１
、

６
７
０
万
円

　

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
荘
民
営

化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

・ 

平
成
32
年
４
月
民
間
法
人
に
よ
る
運
営

開
始
予
定
。

川
辺
川
土
地
改
良
事
業
連
絡
協
議
会

○
5

月
29

日
（
火
）

　

平
成
29
年
度
連
絡
協
議
会
総
会
が
、
山

江
村
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、

6
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。
特
に
、
第

6
号
議
案
の
連
絡
協
議
会
の
今
後
に
つ
い

て
は
平
成
30
年
度
を
以
て
解
散
す
る
案
件

で
、
森
本
会
長
よ
り
「
協
議
会
と
し
て
事

業
推
進
と
関
係
機
関
と
の
調
整
を
し
て
き

た
が
計
画
変
更
が
確
定
し
、
事
業
完
了
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
国
で
作
成
し
て
あ

り
平
成
33
年
度
で
事
業
を
完
了
さ
せ
る
」

と
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
賛
成
多

数
で
可
決
決
定
。
よ
っ
て
本
年
度
を
も
っ

て
協
議
会
は
解
散
と
な
っ
た
。
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町
民 声の

須恵（屯所）

土肥　弘幸 さん

　次回の町議会議員選挙から 14 議席となりますが、全国的には、

地方議員に「成り手がない」といわれています。その要因として、

地方政治への無関心、低額の報酬、兼業がしにくい事等が指摘

されています。

　他町村との報酬を比較しますと、政務活動費、費用弁償もな

いことから、２議席減少分の報酬をアップしてもいいのでは。

　若い人達が地方政治に目ざめる為にも、又被選挙年齢を「20

歳以上」にすべきと思います。本町でも３名の女性議員が活躍

されていますが、神奈川県の大磯町議会、葉山町、大阪府の島

本町の３町共に 14 名中、半数の７人を占めている自治体もあり

ます。

　日本全体が女性の活躍できる国になることを期待したいとこ

ろです。

若手・女性議員の活躍に期待

編

集

後

記

　

６
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
新
た
な

広
報
委
員
会
の
構
成
が
あ
り
、
今
期

の
委
員
長
と
な
り
ま
し
た
難
波
文
美

で
す
。

　

い
よ
い
よ
平
成
元
号
最
後
の
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
あ
さ
ぎ
り
町
議
会

が
よ
り
町
民
の
皆
様
に
身
近
で
、
分

か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
委
員

会
一
同
研
鑽
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
忌き

た

ん憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
願

え
れ
ば
幸
い

で
す
。
ご
愛

読
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

（
難
波
文
美
）

☆お願い☆　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材をします。

　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

私が住んでいるあさぎり町
　私は 20 年前、結婚を機に旧免田町へ移住し、以来このあさぎり町で暮らしてきました。

現在私はおかどめ幸福売店に勤務していますが、観光客の方々からよく尋ねられることが

あります。「あさぎり町には、何があるのですか？」と。はっきり言っ

て、私はあさぎり町の観光スポットはよく知らなくて、町が配布し

ているパンフレット等を参考に案内をしているのですが、自身でも

釈然としないところがあり、自身の勉強不足を痛感しています。こ

れからは積極的に身の周りで起きている楽しい出来事やあさぎり

町のトレンドを発信できるようにインスタグラムを使った情報の

発信にも挑戦しています♪

　あさぎり町は緑が豊かで水がおいしく食べ物も美味しくてとて

も大好きな町です。今後もこの町に住んでいる人々にとって幸せに

暮らせる町であってほしいと願っています。

＊インスタグラムＩＤ

　kumakuro_okadome

免田（下乙）

林　　典子 さん

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
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議
会
広
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調
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特
別
委
員
会
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あ
さ

ぎ
り

町
議

会
だ

よ
り

は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
も

ご
覧

頂
け

ま
す

。
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

委

員

長
　
難
　
波
　
文
　
美

副
委
員
長
　
橋
　
本
　
　
　
誠

委
　
　
員
　
溝
　
口
　
峰
　
男

久
保
田
　
久
　
男

加
賀
山
　
瑞
津
子

市
　
岡
　
貴
　
純

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
山
　
口
　
和
　
幸

広
報
調
査
特
別
委
員
会
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